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(57)【要約】
　本発明は、仕切り用の概して変形可能なガイドであっ
て、打ち抜きされ、切れ目を入れられてＵ字を形成する
ように曲げられるとともに、切れ目及び穴（Ｃ、Ｄ、Ｅ
）が設けられているセクション（Ｙ）と交互に一続きの
セクション（Ｘ）を有するプレートストリップである、
仕切り用の概して変形可能なガイドである。切れ目及び
穴（Ｃ、Ｄ、Ｅ）を有する各セクション（Ｙ）には、プ
レートストリップの縁に直交するとともに上記セクショ
ン（Ｙ）を部分（Ｚ）に分割するのに適している切れ目
及び穴（Ｃ、Ｄ）が少なくとも設けられ、上記部分（Ｚ
）は互いに対して曲げられて１１５°の角度を形成する
。
【選択図】図２ｂ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　仕切り用の概して変形可能なガイドであって、打ち抜きされ、切れ目を入れられてＵ字
を形成するように曲げられるとともに、切れ目及び穴（Ｃ、Ｄ、Ｅ）を有するセクション
（Ｙ）と交互に一続きのセクション（Ｘ）を有するプレートストリップを含み、切れ目及
び穴（Ｃ、Ｄ、Ｅ）を有する各セクション（Ｙ）には、前記プレートストリップの縁に直
交するとともに前記セクション（Ｙ）を部分（Ｚ）に分割するのに適している切れ目及び
穴（Ｃ、Ｄ）が少なくとも設けられ、前記部分（Ｚ）は互いに対して曲げられて１１５°
の角度を形成することを特徴とする、仕切り用の概して変形可能なガイド。
【請求項２】
　Ｕ字形のサイドバンド（Ｂ）の切れ目を有する各セクション（Ｙ）には、互いに平行で
あるとともに前記プレートストリップの縁に直交する３つの切れ目又は穴（Ｃ）が設けら
れることを特徴とする、請求項１に記載の変形可能なガイド。
【請求項３】
　Ｕ字形の中央部分（Ａ）の切れ目を有する各セクション（Ｙ）には、互いに平行な、前
記サイドバンド（Ｂ）の外部の切れ目（Ｃ）と位置合わせされている２つの切れ目（Ｄ）
が設けられ、前記中央部分（Ａ）には、５つの辺を有する２つの穴（Ｅ）が設けられ、そ
の３つの辺は互いに直交し、前記サイドバンド（Ｂ）と前記中央部分（Ａ）との間に含ま
れるエリアに配置されており、２つの辺は、互いに対して傾いているとともに、これらの
辺の間に含まれる、前記中央部分（Ａ）の中央に面する頂点を有して、他の辺に対して傾
いていることを特徴とする、請求項１又は２に記載の変形可能なガイド。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、軽量の支承構造に適用されるプレハブパネルを有する壁構造の分野に関し、
特に、プレハブパネルを適用して固定することができる軽量の支承構造を作る新たなタイ
プの型材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、石膏ボード又は他の同様の材料のパネルを支持する金属構造が、仕切り又は装飾
壁を作るのに広く用いられている。上記構造は、容易かつ迅速に作製され、れんが及びセ
メントでは得るのが高価で困難であろう特別な形状又はアーチ形の形状を有する壁を得る
ことを可能にする。
【０００３】
　直線的な壁又は仕切りは、木材又は金属の型材の直線的な要素のフレームに適用される
石膏ボードパネルを用いて作ることができる。
【０００４】
　壁が直線的ではない場合、モジュール式の箱形要素の一続きのアセンブリを形成するよ
うに、打ち抜きされて曲げられるプレートによって構成される変形可能なガイドが用いら
れる。
【０００５】
　プレートストリップは、２つが側面にあり１つが底面にある３つの突起によって互いに
接合される一連のＵ字形のセグメントを形成するように、実質的に打ち抜きされてＵ字状
に曲げられる。続いて、大きい面のうちの一方を有しない一連の箱形要素が得られるまで
、突起を「Ｕ」字の内側に曲げ、小さい面の部分を通して互いに接合する。
【０００６】
　建築段階では、各変形可能なガイドはそのまま用いられるか、又は曲がった突起を広げ
ることによって曲線形状が得られるように構成されている。しかし、上記変形可能なガイ
ドには、一連の欠点がある：
　Ｕ字形の要素の幅が限られていることによって、これらのＵ字形の要素が、複雑で不確
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かな適合を行うことなしには、湾曲部分に収束してＵ字形の要素と一体化されなければな
らない同様であるが直線的な構造の大部分に適合しないものとなる；
　内方へ曲がる突起の存在によって、石膏ボード又は同様の材料のパネルの支持フレーム
を構成する垂直な直立するプレート型材の正しい位置における長手方向の摺動移動が妨げ
られる；
　内方へ曲がる突起の存在によって、変形可能なガイドを、埋め込み式のスライドドアの
座部として用いることが不可能になる；
　石膏ボード又は外部の物体又は構造体の固定ねじが関節式要素に存在する打ち抜かれた
穴に対応する可能性があるというリスクによって、上記固定が不安定になる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上述した欠点の全てを改善するために、新たなタイプの変形可能なガイドを設計及び構
築した。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　新たな変形可能なガイドは、打ち抜きされるとともにＵ字形のプロファイルの形態をと
るように曲げられるプレートストリップから構成される。
【０００９】
　金属ストリップは、切れ目及び穴を有するセクションと交互に一続きのセクションを得
るように、打ち抜きされるとともに穴が開けられる。
【００１０】
　切れ目及び穴を有する各セクションには、サイドバンド及び中央バンドに切れ目が設け
られる。
【００１１】
　特に：
　各サイドバンドには、互いに平行な、ストリップの縁に対して垂直な３つの切れ目が設
けられており；
　中央エリアには、互いに平行な、サイドバンドに存在する外部の切れ目と位置合わせさ
れている２つの切れ目が設けられており；
　５つの辺を有する２つの穴であって、その３つの辺は互いに直交し、サイドバンドと中
央バンドとの間に含まれるエリアに配置されており、２つの辺は、互いに対して傾いてい
るとともに、これらの辺の間に含まれる頂点が中央エリアの中央に面している状態で他の
辺に対して傾いている。
【００１２】
　次に、Ｕ字形のプロファイルを有する型材を形成するように、ストリップのサイドバン
ドすなわち縁を、ストリップの中央バンドすなわち中央エリアに対して直交するように曲
げる。その結果、それぞれの５辺の穴の、３つの直交する辺を有する部分が、Ｕ字形型材
の側壁に位置決めされ、一方で、各穴の角度の付いた頂点を有する他の部分は型材の上記
Ｕ字形のプロファイルの中央の底壁に位置決めされる。
【００１３】
　切れ目を有するエリアは、「Ｕ」字の内側に向かって予め曲げられ、それによって、Ｕ
字形のプロファイルの側壁及び底壁の双方の、２つの平行な切れ目間に含まれる各部分は
、型材のＵ字形のプロファイルの内側に面する。
【００１４】
　特に、上記切れ目を有するエリアは、「Ｕ」字の内側に向かって予め曲げられ、それに
よって、２つの平行な切れ目間に含まれる部分が１１５°の角度を形成する。
【００１５】
　記載のように構成される変形可能なガイドは、石膏ボードパネルを用いて、直線若しく
はアーチ形の壁又は屋根形天井を得ることを可能にする。新たな変形可能なガイドは、直
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線構造にはそのままで用いられる。新たな変形可能なガイドは、新たな変形可能なガイド
及び石膏ボードパネルによって作られる壁内のスライドドア又は埋め込み式のドアのガイ
ドとして働くことができる。
【００１６】
　仕切り、壁、屋根形天井又は他の湾曲した構造を作る必要がある場合、切れ目が設けら
れている部分を適切に曲げることによって新たな変形可能なガイドを成形することが可能
である。新たな変形可能なガイドは、Ｕ字形のプロファイルのベースが常に１つの平面上
にあるように横方向に、また構造要素のＵ字形のプロファイルの翼の全てが２つの平行な
平面上にあるように垂直に、双方に湾曲させることができる。
【００１７】
　いずれの場合も、ねじ又はボルト等の固定要素を適用するときに、新たな変形可能なガ
イドの壁の一部が常に好適で十分な抵抗を保証する。
【００１８】
　さらに、組み立て中に、新たな変形可能なガイドは、石膏ボード又は同様の材料のパネ
ルの支持フレームを構成する亜鉛めっき鋼の直立した型材を容易かつ迅速に敷設すること
を可能にし、また、上記直立した型材を、固定点に達するまで摺動させることを可能にす
る。
【００１９】
　したがって、新たな変形可能なガイドは、組み立て作業をかなり簡略化し、したがって
このように作られる壁及び屋根形天井の設置に必要な時間を短縮する。
【００２０】
　添付の図面は、本発明の実際的な実施形態を非限定的な例として示す。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】曲げる前の新たな変形可能なガイド、すなわちダイカットされたプレートストリ
ップの展開図である。
【図２ａ】Ｕ字形のプロファイルを形成するように曲げられる中央バンド（Ａ）及びサイ
ドバンド（Ｂ）によって形成される新たな型材の辺図である。
【図２ｂ】Ｕ字形のプロファイルを形成するように曲げられる中央バンド（Ａ）及びサイ
ドバンド（Ｂ）によって形成される新たな型材の上面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　金属ストリップには、切れ目及び打ち抜き部を有するエリア（Ｙ）と交互に、間隙を有
しないエリア（Ｘ）が設けられる。
【００２３】
　折り目（Ｓ１、Ｓ２）が点線によって示されている。
【００２４】
　プレートストリップは、中央バンド（Ａ）及び２つのサイドバンド又は縁（Ｂ）を含む
。各サイドバンド（Ｂ）には、切れ目を有するエリア（Ｙ）に関して、互いに平行である
とともにプレートストリップの縁に関して垂直な３つの切れ目（Ｃ）が設けられている。
【００２５】
　各中央バンド（Ａ）には、切れ目を有するエリア（Ｙ）に関して、互いに平行であると
ともにサイドバンド（Ｂ）に存在する外部の切れ目（Ｃ）と位置合わせされている２つの
切れ目（Ｄ）が設けられている。
【００２６】
　５つの辺を有する２つの穴（Ｅ）があり、その３つの辺は互いに直交し、サイドバンド
（Ｂ）と中央バンド（Ａ）との間に含まれるエリアに配置されており、２つの辺は、互い
に対して傾いているとともに、これらの辺の間に含まれる頂点が中央エリア（Ａ）の中央
に面している状態で他の辺に対して傾いている。
【００２７】
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　ストリップは次に、折り目（Ｓ１、Ｓ２）に沿って折り曲げられ、Ｕ字形の型材を形成
する。
【００２８】
　切れ目（Ｃ、Ｄ、Ｅ）を有するエリア（Ｙ）は、「Ｕ」字の内側に向かって予め曲げら
れ、それによって、Ｕ字形のプロファイルの側壁（Ｂ）及び底壁（Ａ）の双方の２つの平
行な切れ目（Ｃ、Ｄ）間に含まれる各部分（Ｚ）が型材のＵ字形のプロファイルの内側に
面する。特に、上記切れ目（Ｃ、Ｄ、Ｅ）を有するエリア（Ｙ）は、「Ｕ」字の内側に向
かって予め曲げられるため、２つの平行な切れ目（Ｃ、Ｄ）間に含まれる部分（Ｚ）は１
１５°の角度を形成する。
【００２９】
　したがって、上記の記載及び添付の図面を参照して、以下の特許請求の範囲を明記する
。

【図１】 【図２ａ】
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【国際調査報告】
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